
 
早寝・早起きの生活リズム ５つのコツ！ 

④ おとなが自分の気持ちを口にする

（セルフトーク） ９、１０か月頃～ 

① 動きをまねてみる（ミラリング） 
          ３、４か月くらい～ 

 

 自分の行動を口にすると、赤ちゃんは 

おとなの姿を見て、ことばの意味を知るよ

うになります。ことばに意味があることが

わかると要求を手差しや声で訴えるように

なります。 

⑤ 間違えたことばをさりげなく直す

（リフレクション） １.６歳頃～ 

 こどものことばに間違いがあっても、言 

い直したり、訂正するのではなく、さり 

げなく正しい言葉で返してあげましょう。 

                  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

 

 

 

 

 

 

   

                                

   

子育て世代 

包括支援センターだより  

子育て世代包括支援センターは、安心して産み育てられる環境作り＝子育てしやすい町を目指

して活動しています。どうしていいかわからない、イライラしてしまう…そんな時は 

1 人で悩まずに私たちにお手伝いさせてください。 

ご相談は総合ケアセンターゆくり 子育て世代包括支援センター  📞２６－７８７２ 

または、厚真・厚南子育て支援センターにてうかがいます。 

発行日：令和５年１０月６日 住民課 子育て世代包括支援センター 

赤ちゃんは自分と同じ動きをしてくれる 

大人に興味を持ち、大人の様子を観察しな

がら、誘いかけてきたりします。 

  

①最大利用数 制限なし 

 ②利用時間  制限なし   

 ③利用対象者 町内外に関わらず、どなたでもご利用に

なれます。 

② 出す声や音をまねてみる 

（モニタリング）  ６、７か月頃～ 
 

厚真・厚南子育て支援センター 

利用について 

③ 気持ちを言葉で言ってあげる 

（パラレルトーク） 10 か月頃～ 

 

 

【開所時間】 
９：００～１２：００ 

１３：００～１５：００ 

＊０か月～⇒授乳やおむつ替えの時にも声をかけてあげましょう。（例：「おなか空いたね」など） 

＊７か月頃⇒「トントントントンひげじいさん」などの繰り返しの音遊び、「いない、いない、ば

ぁ～」遊びをしてみましょう。 

＊１０か月頃⇒名前を呼び、振り向くようになったら、お名前遊びをしてみましょう。 

（「〇〇ちゃん」「は～い」と手を上げる） 

＊１２か月頃⇒「ちょうだい」「どーぞ」などのやりとり遊びに繰り返しつき合ってあげましょう。 

 

 赤ちゃんが出す「ブーブー」「バババ…」

「ンマンマン…」といった声をまねしてあ

げると、「音を出すこと」を楽しむようにな

ります。 

 
 

 赤ちゃんが興味を持ったもの（顔を向け

たり、手を伸ばして訴えているもの）や反

応を見ながら「おいしいね」「〇〇欲しい

のね」など、気持ちを言葉にしてあげまし

ょう。 

 
 

⑥ 子どものことばを広げて返す

（エクスパンション） 1.6 歳頃～ 

「おっきいブーブ！」「ほんとだ、大きい

ブーブだね。何を積んでいるのかな？」と

いうように話題を少し広げて返しましょ

う。 

特別に教える機会を作らなくても、

日々のかかわりの中で、言葉は育って

いきます☆ 

 


